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伝
弘
に
導
か
れ
て

大
本
山
光
明
寺
法
主

宮

林

昭

彦

台

下

こ
の
た
び
新
年
度
を
迎
え
浄
土
宗
神
奈
川
教
区
青

年
会
が
、
新
体
制
で
発
足
さ
れ
三
荒
弘
道
新
会
長
が

就
任
さ
れ
ま
し
た
こ
と
に
祝
意
と
大
い
な
る
期
待
を

申
し
上
げ
ま
す
。
前
会
長
渡
部
俊
賢
師
に
は
、
『自

信
教
人
信
』
の
も
と
内
外
に
亘
り
神
浄
青
の
面
目
新

た
に
活
動
さ
れ
任
期
を
全
う
さ
れ
た
事
に
敬
意
を
表

し
ま
す
。

十
八
期
の
神
浄
青
の
テ
ー
マ
は
、
ま
ず

『選
択
の

責
務
』
と
し
て
僧
侶
を
選
択
し
た
責
務
を
と
り
あ
げ

ら
れ
ま
し
た
。
仏
道
は

「師
資
相
伝
」
と
い
わ
れ
ま

す
。
師
匠
か
ら
弟
子

へ
次
第
に
伝
え
ら
れ
、
仏
道
実

践
を
通
し
、
人
格
に
体
得
さ
れ
た
心
を
師
か
ら
弟
子

に
伝
え
ら
れ
ま
す
。
ま
さ
に

「
以
心
伝
心
」
で
す
。

明
治
時
代
以
降
、
私
た
ち
は
寺
に
生
ま
れ
幼
少
よ
り

お
仏
飯
を
食
ん
で
成
育
さ
れ
、
寺
庭
生
活
の
中
で
自

然
に
身
に
つ
い
た
こ
と
が
多

い
わ
け
で
す
。
そ
の
た

め
、
当
た
り
前
の
空
気
の
よ
う
な
も
の
で
仏
縁
の
深

さ
有
難
さ
を
感
ず
る
こ
と
が
少
な
く
、
父
母
の
愛
情

に
育
ま
れ
て
も
、
師
匠
と
し
て
の
厳
格
さ
や
僧
侶
と

し
て
歩
む
姿
の
背
を
見
て
学
ぶ
こ
と
が
余
り
な
い
と

思
わ
れ
ま
す
。
父
を
師
匠
と
し
て
仰
ぎ
、
甘
え
を
断

っ

て
厳
し
さ
を
自
覚
的
に
受
け
と
る
よ
う
心
が
け
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

「法
は
人
に
よ

っ
て
弘
ま
る
」
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

そ
の
こ
と
を
三
祖
上
人
は

「選
択
伝
弘
」
と
い
わ
れ
、

「
伝
は
先
師

（師
匠
）
よ
り
伝
え
ら
れ
、
弘
は
弟
子

に
弘
む
な
り
」
と
教
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

出
家
の
立
場
は
、
僧
侶
と
し
て
の
自
覚
の
中
に
何

を
伝
え
る
か
と
い
う
と
、
浄
土
宗
の
帰
結
は
、
テ
ー

マ
で
あ
る

「選
択
を
担

っ
て
」
と
い
う

「選
択
本
願

念
仏
―
往
生
之
業
念
仏
為
先
」
を
実
践
し
、
自
信
を

も

っ
て
そ
の
み
心
を
教
人
信
す
る
と
い
う
こ
と
が
重

大
な
責
務
で
あ
り
ま
す
。

寺
庭
に
育

っ
た
こ
と
に
誇
り
を
も
ち
、
孝
養
父
母
、

奉
事
師
長
を
心
と
し
て
、
人
々
を
善
知
識
と
し
て
交

遊
し
、
求
道
の
厳
し
さ
、
歓
喜
の
念
仏
の
火
を
強
く

燃
え
上
ら
せ
ん
こ
と
を
念
じ
て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

「黒
如
を
ま
と

っ
た
若
い
僧
侶
た
ち
の
の
び
や
か
な

念
仏
の
声
、
テ
キ
パ
キ
と
し
た
身
の
こ
な
し
、
写
経

や
法
話
、
そ
し
て
照
明
を
落
と
し
て
の
礼
拝
に
は
本

当
に
感
動
し
た
。
充
実
し
た
ひ
と
時
を
過
ご
せ
て
有

り
が
た
か

っ
た
。」

こ
れ
は
、
昨
年
の
十

一
月
十
九
日
に
大
本
山
光
明

寺
で
行
わ
れ
た
、
浄
青
主
催
に
よ
る

「大
別
時
念
仏

会
」
に
お
け
る
檀
信
徒
か
ら
の
率
直
な
感
想
で
あ
り

ま
す
。
僧
俗

一
体
と
な

っ
た
念
仏
の
響
き
は
、
心
を

ゆ
る
が
さ
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
の
で
す
。

こ
う
し
た
素
晴
ら
し
い
足
跡
を
残
し
て
、
渡
部
会

長
か
ら
三
荒
会
長

へ
と
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
た
浄
青
。

新
年
度
は

「選
択
の
責
務
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
に

順
調
に
ス
タ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。

僧
侶
の
あ
る
べ
き
姿
、
現
実
を
直
視
し
た
上
で
の

内
省
を
胸
に
、
原
点
を
見

つ
め
直
す
と
い
う
方
針
に

は
両
手
を
挙
げ
て
賛
同
し
、
そ
の
活
躍
を
期
待
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
私
の
寺
で
は

「身
近
な
心
が
け
」
と

し
て
の
十
か
条
が
あ
り
ま
す
。
次
に
そ
の
内
三
番
目

ま
で
挙
げ
て
み
ま
す
と
、

一
、
清
掃
の
心
が
け

二
、
檀
信
徒
は
聴
い
て
い
る
朝
の
鐘

三
、
身
だ
し
な
み
、
道
衣
と
作
務
衣
の
使
い
分
け

行
事
の
本
番
も
大
事
で
す
が
、
日
頃
の
自
己
管
理

は
言
動
も
含
め
て
決
し
て
お
ろ
そ
か
に
は
出
来
ま
せ

ん
。五

年
先
に
は
法
然
上
人

・
八
百
年
の
ご
遠
忌
を
迎

え
ま
す
。
「智
慧
第

一
の
法
然
房
」
と
言
わ
れ
た
方

が
ご
自
分
で
は

「煩
悩
具
足
の
凡
夫
」
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
す
。
ま
さ
に
内
省
の
厳
し
さ
を
そ
こ
に
見
る

の
で
あ
り
ま
す
。

檀
信
徒
を
含
め
、
青
年
僧
侶

へ
の
期
待
が
大
き
い

今
、
各
自
が
心
を
ひ
と

つ
に
し
て
無
心
に
目
的
に
向

か

っ
て
取
り
組
ん
で
い
け
ば
、
そ
の
能
力
は
三
倍
、

四
倍
と
な

っ
て
い
く
は
ず
で
あ
り
ま
す
。
明
日
の
浄

土
宗
を
担
う
の
は
、
浄
青
の
皆
さ
ん
な
の
で
す
。

3

今
、
内
省
の
と
き

神
奈
川
教
区
教
区
長

平

野

仁
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平
成
十
八
年
度
総
会
報
告

中
郡
組
　
士
口
田
　
健

一

四
月
二
十
七
日
大
本
山
光
明
寺
に
て

「平
成
十
人

年
度
浄
土
宗
神
奈
川
教
区
青
年
会
定
期
総
会
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
総
会
に
先
立
ち
、
大
殿
で
回
願
法
要

を
行
い
、
引
き
続
き
書
院
に
移
動
し
、
石
川
副
会
長

の
開
会
宣
言
に
よ
り
午
後

一
時
よ
り
総
会
が
開
会
さ

れ
ま
し
た
。

本
年
度
総
会
は
出
席
者
が
五
十
七
名
、
委
任
状
が

五
十
九
名
分
、
計
百
十
六
名
で
、
現
在
の
総
会
員
数

百
三
十
七
名
の
過
半
数
を
得
て
、
成
立
致
し
ま
し
た
。

ЖЖЖttЖ ttЖЖЖЖЖ※ЖttЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖXЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖ*※ЖXЖ XI凛 凛薇

ЖЖЖЖЖ※ЖЖЖЖЖЖЖЖ※菌ЖЖЖЖヌЖЖttЖ 潔※ЖЖЖЖЖttЖ ЖЖЖЖЖЖЖЖЖ※※Ж*Ж *凛 ==ロ

第
十
六
代
三
荒
会
長
、
第
十
五
代
会
長
渡
部
上
人

（現
相
談
役
）
の
挨
拶
の
後
、
平
野
教
区
長
の
祝
辞
、

三
浦
法
務
部
長
よ
り
法
然
上
人
八
百
年
大
遠
忌
に
関

す
る
本
山
の
諸
事
業
の
報
告

・
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
審
議
の
平
成
十
七
年
度
事
業
報
告

・
会
計
報

告
、
平
成
十
八
年
度
事
業
計
画
案

・
事
業
予
算
案
は
、

共
に

一
同
拍
手
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
依
頼
事
項
と
し
て
、
今
期
の
役
員
、
委
員
、

理
事
、
全
浄
出
向
者
と
し
て
港
北
組
大
橋
定
敏
会
員

（副
理
事
長
）
、
関
ブ
ロ
出
向
者
の
高
座
組
香
川
陽
祐

会
員

（事
務
局
員
）
の
紹
介

・
挨
拶
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
続
い
て
井
上
実
行
委
員
長
よ
り

「第
二
回
全
国

大
会
」
の
報
告

。
依
頼
が
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
期
事
業
で
あ
る

「法
然
塾
」

へ
の
参
加

呼
び
掛
け
が
あ
り
ま
し
た
。
次
に
各
組
の
理
事
に
よ

る
事
業
紹
介
の
後
、
卒
業
会
員
、
新
入
会
員

へ
の
記

念
品
贈
呈
が
あ
り
、
卒
業
会
員
を
代
表
さ
れ
渡
部
俊

賢
上
人
よ
り
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。
新
入
会
員
と

し
て
高
座
組
の
坂
本
慎
成
会
員
、
戸
田
順
教
会
員
、

戸
田
由
美
会
員
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
曽
我
、
斎
藤
両
監
事
が
総
括
を
行
い
、
平

野
副
会
長
の
閉
会
宣
言
に
よ
り
本
総
会
は
閉
会
し
ま

し
た
。

関
東
三
大
本
山
別
時
念
仏
会
報
告

御
忌
詠
唱
奉
納
大
会
報
告

Ж藩潔ЖЖЖ潔*ЖЖЖЖ※濠ЖЖ*ЖЖЖЖ滋※ЖttЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖttЖ ※ЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖ

鎌
倉
組
　
営
間
　
伸
行

四
月
五
日
、
増
上
寺
御
忌
晨
朝
法
要
参
列
の
後
、

「
関
東
三
大
本
山
別
時
念
仏
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
あ

い
に
く
雨
と
な
り
ま
し
た
。
檀
信

徒
と
浄
青
会
員
あ
わ
せ
て
百
名
余
り
の
参
加
に
よ

り
行

い
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
参
加
者
は
年
々

減
少
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
。
集
合
が
朝
早
い
と

い
う
こ
と
で
、
会
員
自
身
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
檀

信
徒
を
誘
い
に
′ゝ

ヽ
な
っ

て

い
る

の
で
は
な

い

で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、

そ

の
中

で
集

ま

っ
た

参

加

者

は
、
僧

俗

心

を

ひ

と

つ
に

し

て

、

お
念
仏
の
声
を
合
わ
せ
、

力

強

く

お
称

え

し

て

い
ま
し
た
。こ

の
た
び
神
浄
青
の
推
薦
を
頂
戴
し
て
、
全
国
浄

土
宗
青
年
会
に
て
、
副
理
事
長
を
勤
め
さ
せ
て
頂
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
私
自
身
こ
れ
ま
で
の
浄
青
活

動
を
振
り
返
る
と
、
神
浄
青
第
十
四
代
夏
見
会
長
な

ら
び
に
全
浄
江
口
理
事
長
の
下
、
多
く
の
方
々
と
の

出
会
い
や
様
々
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今

年
度
は
、
神
奈
川
で
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

全
浄
と
し
て
、
神
浄
青
と
し
て
こ
れ
ま
で
先
輩
方
に

教
え
て
頂
い
た
事
を
生
か
し
、
尽
力
し
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

高
座
組
　
香
川
　
陽
祐

四
月
四
日
に
大
本
山
増
上
寺
に
於
き
ま
し
て
、
「第

二
十
六
回
御
忌
詠
唱
奉
納
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。当
大
会
に
は
、
総
勢
四
十
名
以
上

（神
浄
青
か

ら
は
八
名
）
の
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
浄
土
宗
青
年
会
会

員
が

一
つ
の
チ
ー
ム
と
し
て
参
加
し
、
「
つ
き
か
げ

の
御
詠
歌
」
を
奉
納
い
た
し
ま
し
た
。

桜
満
開
の
中
で
の
お
唱
え
は
大
変
気
持
ち
よ
く
、

清
々
し
い
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

第
十
八
期
関
東
プ
ロ
ッ
ク
浄
土
宗
青
年
会
に
、
事

務
局
員
と
し
て
出
向
さ
せ
て
い
た
だ
く
高
座
組
の
香

川
陽
祐
で
す
。

今
期
は
埼
玉
教
区
の
石
垣
正
順
理
事
長
の
も
と
で
、

関
プ
ロ
浄
青
の
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
各

教
区
の
枠
組
み
を
超
え
て
他
教
区
の
事
業
に
も
参
加

で
き
る
よ
う
に
構
築
し
、
相
互
関
係
の
中
、　
一
つ
の

大
き
な
輸
と
し
て
共
に
活
動
し
よ
う
と
い
う
事
が
今

期
の
大
き
な
取
り
組
み
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。
組

・

神
浄
青
の
事
業
の
み
な
ら
ず
、
関
ブ
ロ
浄
青
の
事
業

へ
の
積
極
的
な
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

出向彗鯉会

全浄副理事長

大橋 定敏

関ブロ事務局員

香川 陽祐
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第 18期三荒会長の下、相談役を務めさせ |
て頂きますc               ち
OBと して思うことは、浄青の時期に多く 与
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この度、神浄青第18期 三荒会長の下、冨:
会長を務めさせて頂きます。
早くから浄青には入会をしておりましたが、
今まで会の執行に携わった経験がなく、その
ため戸惑うことばかりで、不安を抱えたまま
のスタートとなりました。至らないところ|ま
かりであると思いますが、どうぞよろしくお
願い申し上げます。
さて、今期の活動テーマは「選択の責務～
選択を担って～」であります。副会長をさせ
ていただく中での私の責務は、会長を補佐し、
会員との潤滑油的な役割に徹して、神浄青の
事業が円滑に進むよう配慮していくことであ
ると思います。この2年間、多くの会員の皆
さんとコミュニケーションをはかりながら、
テーマ達成のため、一所懸命に努力していく
所存です。
「浄土宗僧侶は如何にあるべきか」を常に
念頭におき、会長が掲げる「選択の責務_を
遂行して参りましょう。

し` .し t`卜、,■ _ _ヽ、し` t｀、コ ,し tヽ'tヽυ 卜`■‐.」｀コ _ _ _

第 18期編集長を務めます京浜組水谷知靖
です。
第 16代三荒弘道会長のもと、2年間よろ
しくお願いします。
今期は、既存のホームページのさらなる拡
充 (メ ディアを介して、対内外に対する私た
ちの活動を広く伝える)と 、「浄青 HOW
TO BOOK」 (と っさの時の便利帳)の作成
(メ ディアと活字との融合)を 目標として活
動していきます。
特に、今年度はホームページの立ち上げに
尽力し、「ナイスボーズ通信」のPDF化や、
各組の行事予定や報告等を掲載するページの
開設、教化に役立つページ等を発信する予定
です。
私も、この当期 (2年間)が最後の浄青活
動となります。
残された事業活動を通じて、執行部と共に
邁進して行きたいと思いますので、会員の皆
様のご協力を宜しくお願い申し上げます。
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小俣 慶樹
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この度、浄土宗神奈川教区青年会第18期
第 16代会長三荒弘道上人のもと書記を務め
させて頂きますこととなりました、小田原組
西念寺小俣慶樹です。早いもので私がこの浄
青活動を始めさせて頂いてから5年余が経ち
ました。前期は編集委員会の一人として皆様
方からご指導いただきましたこと今思います
と大変有難く思う次第であります。また、私
が初めて神浄青の活動に委員の一人として手
伝わせて頂きましたのが、三荒実行委員長の
関東プロック研修会でありました。初めてで
ありました故、あの時も多くの諸先輩方から
多くのことを学ばせて頂きました。神浄青の
活動内容・神浄青の目指すべき方向性 。そし
て神浄青会員多くの方々との出会い。この書
記という仕事に今まで学ばせて頂きましたこ
とを一つでも多く生かせて行きたいと思って
やみません。 1期 2年、自分の出せる力の限
り精一杯務めて参りたいと思いますのでどう
ぞ宜しくお願い致しますc

丸地 裕信 成田 善俊 済水 道善 成 田 昌弥
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鎌合急
すロ 桂 え

こ
の
度
、
平
成
十
八
年
度

・
十
九
年

度
の
鎌
倉
組
青
年
会
会
長
に
選
出
さ
れ

ま
し
た
、
蓮
乗
院
の
吉
田
佳
之
で
す
。

昨
年
度
で
、
西
念
寺
冨
田
浩
雅
上
人
、

高
徳
院
佐
藤
孝
雄
上
人
、
光
博
寺
安
田

裕
志
上
人
、
正
業
寺
渡
部
俊
賢
上
人
、

四
名
の
諸
先
輩
方
が
卒
業
な
さ
れ
ま
し

た
。本
年
度
は
、
長
安
寺
玉
木
弁
了
上
人
、

昨
年
の
途
中
よ
り
良
心
寺
佐
々
木
祐
倫

上
人
が
入
会
さ
れ
ま
し
て
、
鎌
倉
浄
青

も
だ
い
ぶ
様
変
わ
り
の
様
相
に
な
り
ま

し
た
。
会
長
の
二
年
間
は
、
柴
田
哲
彦
先
生

に
ご
指
導
頂

い
て
い
る
港
南
組
と
の
合

同
で
の
勅
修
御
伝
の
講
読
研
修
会

（八

月
、
十
二
月
を
除
く
毎
月
）
、
港
南
組

と
の
合
同
法
式
研
修
会
、
三
浦
組
と
の

歳
末
助
け
合

い
托
鉢
、
忘
年
会
を
昨
期

に
引
き
続
き
開
催
予
定
に
し
て
お
り
ま

す
。ま
た
、
本
年
度
は
九
月
の
上
旬
に

一

泊
二
日
で
滋
賀
の
方
面
あ
た
り
に
研
修

旅
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
副
会
長
の

成
実
洋
史
上
人
、
事
務
局
の
曇
瀬
弘
昌

上
人
、
会
計
の
伊
香
輪

一
暁
上
人
を
は

じ
め
、
皆
様

の
ご
協
力
を
頂
戴
し
て
、

二
年
間
を
無
事
に
務
め
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご
協
力
の
ほ

ど
、
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

燿 綱 介

†,F急
おエ エ資

こ
の
度
、
浅
学
非
才
の
身
に
あ
り
な

が
ら
、
歴
史
あ
る
中
郡
浄
青
の
会
長
を

任
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
緊
張
感
と
希
望
の

中
に
、
思
い
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
数
年
、
中
郡
浄
青
で
は
浄
土
宗

僧
侶
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
イ
確

立
事
業
、
新
理
念
行
華
十
念
に
よ
る
結

婚
式
に
つ
い
て
の
研
究

・
発
表
、
法
話

の
勉
強
会
、
お
別
時
等
々
、
我
々
浄
青

会
員
が
浄
土
宗
僧
侶
と
し
て
生
き
て
い

く
上
で
糧
と
な
る
数
々
の
事
業
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
培

っ
て
き
た
素
地
、
素

養
を
た
だ
引
き
継
ぐ
と
い
う
の
で
は
な

く
さ
ら
に
伸
ば
し
、
広
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
な
に
よ
り
も
、
今
期
中
郡
浄

青
か
ら
、
当
組
浄
青
前
々
会
長
で
あ
る

三
荒
弘
道
上
人
が
神
浄
青
会
長
の
大
役

を
果
た
さ
れ
ま
す
。

組
浄
青
と
い
た
し
て
も
、
会
長
出
身

組
浄
青
と
し
て
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
神
浄
青

は
も
と
よ
り
関
プ
ロ
浄
青
、
全
浄
青
の

各
事
業

へ
の
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
積
極

的
な
参
加
、
協
力
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

今
期
中
郡
浄
青
の
事
業
計
画
と

い
た

し
ま
し
て
は
、
講
師
を
お
迎
え
し
て
の

法
式
研
修
会
、
海
外
開
教
区
浄
青

（
ハ

ワ
イ
開
教
区
浄
青
）
と
の
お
別
時
等
の

交
流
事
業
、
行
華
十
念
結
婚
式
再
確
認

と
周
知
の
た
め
の
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
作
成
、

斎
藤
前
会
長
期
よ
り
引
き
継
が
せ
て
い

た
だ
く
三
万
遍
別
時
、
災
害
発
生
時
に

適
時
に
行
う
托
鉢
、
そ
し
て
例
年
ど
お

り
家
族
親
睦
会
、
中
高
座
親
睦
会
そ
の

他
と
、
少
々
盛
り
沢
山
と
な

っ
て
お
り

ま
す
。
他
組
浄
青
様
と
の
交
流
も
積
極
的
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
理
事

会
等
で
随
時
お
呼
び
か
け
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
す
べ
て
が
う
ま
く
い
く
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
お
念
仏
と
い
う
同
じ

志
を
も

つ
我
々
浄
青
会
員
ひ
と
り
ひ
と

り
が
明
る
く
繋
が

っ
て
ゆ
け
れ
ば
、
結

果
と
し
て
大
き
な
も
の
を
得
る
気
が
し

て
な
り
ま
せ
ん
。

二
年
間
に
わ
た
り
ご
指
導
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
中
し
上
げ
ま
す
。

紳 静脅各

二滞急
じ絆 瑳雄

こ
の
度
、
松
原
会
長
の
後
を
引
継
ぎ
、

三
浦
組
浄
青
会
の
第
十
四
期
会
長
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
と
な
り
ま
し
た
、

無
量
寺
の
進
藤
法
雄
で
す
。

組
の
役
員
は
、
副
会
長
が
菊
地
邦
彦

上
人

・
山
本
宗
純
上
人
、
事
務
局
が
須

田
応
紀
上
人
、
会
計
が
清
水
光
司
上
人
、

監
事
が
松
原
尚
樹
上
人
で
す
。

諸
先
輩
か
ら
受
け
継
が
れ
た

「
三
浦

ら
し
さ
」
を
基
に
更
な
る
研
鑽

・
親
睦

を
深
め
て
行
け
た
ら
と
考
え
て
お
り
ま

す
。研
修
事
業
と
し
て
は
慶
野
匡
文
上
人

に
よ
る
布
教
研
修
会
、
吉
水
祥
史
上
人

に
よ
る
法
式
研
修
会
、
杉
浦
定
徳
上
人

に
よ
る
詠
唱
研
修
会
、
親
睦
事
業
と
し

て
は
伝
統
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
並
び
に
ビ

ン
ゴ
大
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
す

っ
か
り
恒
例
と
な
り
ま
し

た
海
外
研
修
は
平
成
十
九
年
五
月
に
大

韓
民
国
を
予
定
し
て
お
り
ま
す

〉^
わ
が

国
の
仏
教
に
多
大
な
る
影
響
を
も
た
ら

し
た
地
を
訪
れ
知
識
を
深
め
る
と
と
も

に
、
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
お
互
い
の

理
解
を
深
め
、
東
ア
ジ
ア
地
域
の
平
和

に
貢
献
出
来
れ
ば
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

他
組
か
ら
ご
参
加
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

今
回
、
三
浦
組
浄
青
会
で
は
多
様
な

社
会
活
動
の
た
め
、
他
組
に
先
駆
け
愛

称

（別
称
）
を
採
用

い
た
し
ま
し
た
。

く
い
〓

「
ヴ
ィ
ク
セ
ン

（比
丘
千
）

コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

（地
域
共
同
体
）

ミ
ヽ
ウ

ラ

（三
浦
と

で
す
。

大
学
を
卒
業
し
、
浄
青
会
に
入

っ
て

早
十
七
年
。
た
く
さ
ん
の
事
を
学
ば
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
残
り
も
あ
と
数

年
と
な
り
ま
し
た
。
最
後
の
ご
奉
公
と

い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
二

年
間

一
生
懸
命
盛
り
立
て
て
行
き
た
い

と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

olし,凍ね
松搭 t宝

平
成
十
八
年
度
よ
り
新
た
に
小
田
原

組
青
年
会
の
会
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
き

ま
す
、
善
光
寺
の
松
蔭
英
宣
で
す
。
役

員
と
し
て
副
会
長
に
光
明
寺
岩
崎
正
伸

・

報
身
寺
荒
井
呉
仁
の
同
級
生
コ
ン
ビ
を

迎
え
、
事
務
局
に
は
春
光
院
石
川
琢
道

・

常
光
寺
阿
川
貫
浄

・
城
前
寺
皆
川
演
亮
、

会
計
に
は
西
念
寺
小
俣
慶
樹

・
回
宗
寺

大
場
得
法
の
次
代
の
浄
青
を
担
う
若
手

を
配
し
、
監
事
に
は
心
光
寺
柴
田
幸
博

師

・
本
誓
寺
成
田
昌
弥
師
の
経
験
豊
富

な
先
輩
を
迎
え
、　
一
九
と
な

っ
て
浄
青

活
動
を
盛
り
上
げ
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

今
年
度
の
小
浄
青
の
活
動
は
、
私
を

含
め
ま
し
て
常
日
頃
の
勉
強
が
足
り
な

い
と
自
覚
し
て
い
る
会
員
が
多
く
、
青

年
僧
侶
と
し
て

「何
が
出
来
る
の
か
？
」

「何
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
か
？
」

会
員
み
ん
な
で
考
え
な
が
ら
、
歩
を
進

め
て
い
く
こ
と
に
重
点
を
置
き
、
毎
月

第
三
日
曜
日
の
夜
に
勉
強
会
を
開
催
致

し
ま
す
。
お
互
い
の
悩
み
を
打
ち
明
け
、

そ
の
都
度
テ
ー
マ
を
決
め
な
が
ら
切
磋

琢
磨
し
、
青
年
僧
侶
と
し
て
成
長
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
小
浄
青
と
し
て
浄
青
活
動
を

正
し
く
理
解
し
て
も
ら
い
、
家
族
ぐ
る

み
の
親
睦
を
深
め
る
為
、
七
月
に
家
族

親
睦
会
を
予
定
し
て
お
り
、
十
二
月
二

十
三
日
に
は
恒
例
の
歳
末
助
け
合

い
托

鉢
を
小
田
原
駅
街
頭
に
て
行

い
ま
す
。

尚
、
今
年
度
は
神
浄
青
教
区
長
杯
争

奪
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
担
当
組
と
し
て
、

万
難
を
排
し
、
皆
様
を
お
迎
え
出
来
ま

す
様
役
員

一
同
が
ん
ば
り
ま
す
。

浄
青
活
動
を
通
し
て
、
親
睦
を
深
め
、

青
年
僧
侶
と
し
て
お
互
い
に
成
長
で
き

る
様
、
ど
う
ぞ
ご
支
援
ご
協
力
の
程
、

宜
し
く
お
願
い
中
し
上
げ
ま
す

9
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互 知 識

『書』について その1「文房四宝」

小
学
校
入
学
時
よ
り
書
道
を
始
め
、
今
年
で
二
十

二
年
目
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
間
、
良

い
師
に
も
恵
ま

れ
、
不
器
用
な
が
ら
も
、
何
と
な
く
字
の
形
を
し
て

い
る
様
な
も
の
が
書
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

だ
ま
だ
未
熟
で
精
進
努
力
が
必
要
な
身
で
す
が
、
普

段
心
が
け
て
い
る
こ
と
や
実
践
し
て
い
る
こ
と
が
、

少
し
で
も
浄
青
会
員
の
皆
様
に
役
に
立

つ
こ
と
を
執

筆
い
た
し
ま
す
。

今
回
は
、
書
の
用
具
と
し
て
主
に
用
い
る

『文
房

四
宝
』

（筆

・
墨

・
硯

・
紙
）
に
つ
い
て
説
明
い
た
し

ま
す
。

筆

・
・
・
筆
は
使
う
人
の
好
み
や
、
使
い
道
に
よ

っ
て
用
途
が
異
な
り
ま
す
。
日
本
の
も
の
を
和
筆
と

い
い
、
中
国
の
も
の
を
唐
筆
と
い
い
ま
す
。
主
に
馬

・

イ
タ
チ

・
狸

・
羊

・
兎
な
ど
の
動
物
の
毛
で
作
ら
れ

て
い
ま
す
。
筆
の
穂
の
長
さ
を
大
き
く
三
つ
に
分
け

る
と
、
長
鋒

・
中
鋒

・
短
鋒
の
三
種
類
に
分
け
ら
れ

ま
す
。
塔
婆
を
書
く
と
き
に
は
、
中
鋒
で
筆
の
腰
に

力
が
あ
り
、
穂
先
が
良
く
き
く
イ
タ
チ
系
統
の
筆
を

使
用
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

新
し
い
筆
を
お
ろ
す
際
、
穂
先
か
ら
三
分
の
二
程

度
を
手
で
お
ろ
し
ま
す
。
糊
で
固
め
て
あ
る
為
お
ろ

し
た
部
分
だ
け
を
よ
く
水
で
洗
い
流
し
て
か
ら
使
用

し
ま
す
。
筆
が
全
部
お
り
て
し
ま

っ
た
際
に
は
、
腰

の
部
分
だ
け
を
糊
で
固
め
る
か
、
糸
な
ど
で
巻
い
て

お
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。

使
用
後
は
直
ぐ
に
水
で
洗
い
墨
を
良
く
取
り
、
布

な
ど
で
拭
き
取
り
、
穂
先
を
揃
え
て
通
風
の
良

い
場

所
に
陰
干
し
し
ま
す
。

小
筆
を
使
用
す
る
際
に
は
、
穂
先
か
ら
三
分
の

一

程
度
を
お
ろ
し
、
使
用
後
は
使

っ
た
部
分
に
だ
け
水

を
付
け
、
布
な
ど
の
柔
ら
か
い
も
の
で
拭
き
取
リ
キ

ャ
ッ
プ
を
し
て
保
管
し
ま
す

墨

・
・
・
固
形
墨
に
は
、
日
本
製
の
和
墨
と
中
国

製
の
唐
墨
が
あ
り
ま
す
。
原
料
に
は
胡
麻
油
や
菜
種

油
な
ど
を
使
用
す
る
油
煙
墨

（茶
を
帯
び
た
色
）
と

松
材
を
使
用
す
る
松
煙
墨

（青
を
帯
び
た
色
）
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
墨
を
擦
る
際
に
は
必
ず
新
鮮
な
水
を

使

い
、
水
と
粒
子
と
が
良
く
混
ざ
る
よ
う
水
を
少
し

ず

つ
継
ぎ
足
し
、
円
を
描
く
よ
う
に
墨
の
面
が
水
平

に
な
る
よ
う
に
静
か
に
擦
り
ま
す
。
使
用
後
は
、
す

り
口
を
紙
や
布
な
ど
で
拭
き
取
り
ま
す
。

硯

・
・
・
日
本
産
を
和
硯
と
呼
び
、
有
名
な
も
の

は
雨
畑
硯

（山
梨
県
）
、
赤
間
硯

（山
口
県
）
、
玄
昌
っ

硯

（宮
城
県
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
中
国
産
を
唐
硯

と
呼
び
最
も
有
名
な
も
の
は
、
中
国
広
東
省
広
州
の

端
渓
硯
で
、
硯
の
良
し
悪
し
は
、
や
は
り
良
く
擦
れ

る
こ
と
で
す
が
、
大
き
さ
も
形
も
色
も
様
々
で
彫
り

物
が
し
て
あ
る
も
の
も
数
多
く
、
鑑
賞
用
と
し
て
大

切
に
さ
れ
て
い
る
も
の
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

【
筆

各

部

の

名

称

】

紙

・
・
・
書
道
用
に
は
、
和
紙

（日
本
産
）
、
音
紙

（中
国
産
）
、
半
紙
、
画
仙
紙
、
奉
書
紙
、
色
紙
、
短

冊
な
ど
が
あ
り
ま
す
＾ヽ
練
習
用
と
し
て

一
番
用
い
る

半
紙
は
、
良
く
墨
を
吸
い
少
し
に
じ
む
の
が
良

い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
製
法
に
は
良
質
の
手て
浄
き
と
機
械

漉
き
と
が
あ
り
ま
す
。
紙
を
保
管
す
る
際
に
は
湿
気

の
少
な
い
所
に
置
き
ま
す
。

以
上
が

『文
房
四
宝
』
の
説
明
で
す
。
今
回
は

『書
』

を
学
ぶ
心
構
え
と
し
て
用
具
を
大
切
に
扱
う
こ
と
を

説
明
致
し
ま
し
た
。

次
回
は
筆
法
に
つ
い
て
説
明
致
し
ま
す
Э

筆
　
大
場
得
法

編
集
後
記

第
十
八
期
新
体
制
に
な
り
、
編
集
委
員
会
の
最
初

の
仕
事
で
あ
り
ま
す

「浄
青
神
奈
川
」
を
無
事
に
発

行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
今
期
会
長
の
イ
メ
ー
ジ
カ

ラ
ー
で
あ
り
ま
す

（？
）
『黒
』
を
基
調
に
デ
ザ
イ

ン
し
、
本
文
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
前
号
に
準
じ
ま
し
た
。

当
紙
の
編
集
に
あ
た
り
、
「
想
像
＆
創
造
」
の
難

し
さ
を
痛
感
い
た
し
ま
し
た
が
、
次
号
で
は
更
な
る

広
報
紙
と
し
て
の
役
割
を
拡
充
す
る
よ
う
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
情
報
や
ご
意
見
を
、
ぜ
ひ
編
集
委
員

会
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
期
の
テ
ー
マ
で
あ
り

ま
す

「選
択
の
責
務
」
を
全
う
し
、
編
集
部

一
同
事

業
の
遂
行
に
尽
力
い
た
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

編
集
委
員
会

一
同

11
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神奈川教区
青 年 会

発行日 H1861

日

4日 (火 )

5日 (水 )

21日 (金 )

27日 (木 )

内   容

関ブロ浄青御忌詠唱奉納大会

関東三大本山別時念仏会

第1回理事会

定期総会 神浄青入会式・卒業式

場   所

大本山増上寺

大本山増上寺

大本山光明寺

大本山光明寺

大本山光明寺、鶴ケ岡会館

大本山光明寺

常磐ホテル

ハワイ浄土宗別院

ヨコハマグランドインターコンチネンタルホテル

大本山光明寺

担当 小田原組

荒川総合運動公園

大本山光明寺

大本山光明寺

広島

大本山増上寺

大本山光明寺

1日 (木 )

9日 (金 )

22日 (本)～23日 (金 )

23日 (金)～28日 (水 )

29日 (月) 第2回理事会新旧歓送迎会
機関紙『浄青神奈川』第33号発行

第1回法然塾

第34回関力 浄青総会並びに研修会 (山梨教区)

浄土宗ハワイ開教区授戒会並びに

宗祖法然上人81Xl年大遠忌記念法要

12日 (大 )

28日 (木)

第4回理事会第2回法然塾

神奈川教区長杯争奪ソフトボール大会

7月       4日 (火 )

28日 (金)～30日 (日 )

大 本 山 光 明 寺 開 山 忌 前 清 掃 奉 仕 第3回理事会 大本山光明寺

第59回夏期僧堂手伝い                    大本山光明寺

(関東地方教化センター・神奈川教区)

30日 (水)浄 土宗青年会 第2回全国大会

10日 秋) 大本山光明寺十夜前清掃奉仕 第5回理事会  大本山光明寺

14日 (土)  f夜 托 鉢 十夜法要手伝い                 大本山光明寺

上 旬

フ日(水)～8日 (本 )

下 旬

8日 (水)  関プロ浄青スポーツ交流大会 (埼玉教区)

12日 (火) 第6回理事会 忘 年 会

24日 休 ) 御 忌 別 時 会 第7回理事会

第3回法然塾

第32回全国浄土宗青年会総合研修会

他宗団見学

全浄大別時会

第8回理事会

※今年度中にホームベージ開設(メールマガジン『NICE BOSE通 信』第11号 )

3月 上 旬

下 旬

月 ヘ イロ各 逃
一 共J(市 み 募 |(生 きる 一

期日経菫癬響艶 圃囃舅鷺》
会場 ヨコハマグランドインターコンチネンタルホテル


